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⑯洪水防御，応急対策 63．627．3 6．2 1．5
⑰生産回復，家庭再建






































































評　価 同 意 不同意 判断が難しい
調査年 王998 1999 1998 1999 1998 1999
①社会主義は最終的に資本主義に勝利する
ことができる 43．8 65．4 ll．4 13．8 36．0 19．6
②マルクスレーニン主義毛沢東思想，都小
平理論は互いに受け入れる科学体系である 69．6 78．6 ll．6 ll．4 II．4 8．8
③多党制は中国の国情に不適合である 52．7 67．8 19．5 19．1 21．4 12．3
④社会主義は資本主義と同じ方向に向かっ
ている 36．2 44．3 31．5 36．4 23．1 18．5
⑤社会主義現代化建設の時期全体において，
中国共産党の指導を堅持しなければならない 74．4 79．2 7．9 10．3 13．3 8．8
⑥社会主義初級段階は実際に資本主義をや
り直すものである 31．8 38．1 48．1 49．3 12．6 10．9
⑦人民代表大会制度を健全化することは，
わが国の民主発揚の最も主要な方式である 69．0 76．2 13．6 16．4 12．3 5．6
⑧社会主義市場経済を発展させることは，
精神文明を犠牲にするという代価を払う 15．3 31．1 77．1 63．0 3．8 4．7
⑨私有化はわが国の社会発展の必然的な選択である 22．5 30．5 47．9 52．5 24．9 15．2
⑩中国共産党は自身の建設を立派に行う能






















⑤進取の意識 86．586．0 9．9 9．4 3．1 4．1
⑥競争意識 92．091．5 5．9 4．1 1．6 3．0












































































































































































































































































































めな園　あ　　とはと本あ会　だ’ぜでそる　そ　は亡いでる連中。幼なもの。れ　’済つもこ度国稚ら北性　 で中のた見とにの園ば京格　　も　暴発社らはよ隙間’市上　 発　の至高れ否つ育の重の自　 三身審問る定てが競点重己　　す　済況題。でもか争幼点資　　る　がにのぞきたかは稚下金　　幼　かよ射れならえ激漁具の　 稚　なつくはいさるしに園調　　園　りてで教。れ問い選に達　　　発願’育した題。ば選が　な二連定中のかもは　れば難　い十しさ国漏しの’　るれし　資一てれと題’で中　とるい　金世きる日だこあ国　’か幼　を紀た。融けうりだ　よど稚　いのこ日にでし’け　りう園　か担と本ははたまの　多かは　にいをと共な問た問　くと運　調手早共通い題そ題　のい営　達を計通点。はれな　資う資　す育寒しが犯意らの　金こ金　るて填たあ罪ずのだ　がとを　かるの社るのし変ろ　回が政　 ’幼面会よ増も化う　つ学府　幼稚で問う加中にか　て校に　稚園も題に’国よ。　く運頼　園。裏が思離一つそ　る営る　に幼づ中わ婚有てれ　か上し　と稚け国れののもら　らのか　つ園てでる増もたは　で死な　てのい発。加のら中　あ活い　重発る生社’でさ国　る問。　要展とし会男はれの　。豊北　なに言ての女なた歴　そで大　問欠えいあのくも史　のあ幼　題かるるり平’の’　たる稚　でせ。こ方連日で社　　o
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第1章　歴史と現実に翻弄される北京大学
醗響：争1魍纒躍
　　　　　21世紀の担い手たち
ずた鍛先容興る出健れも動幼ががあえほ聖廟Qさ康ば’能稚重重’たるど実班まれ診’平力園視点休りこ述ののた’断そ均のでさ幼園かとべ成実’身やの身テはれ稚日らがた熱演英長運座長ス’る園の様総踊とも語の動稚がト毎。の土相論りし’や低能園高が月例選曜がののて父コい力のか実園え隔日変目班審兄ン子テ鞭つ施児ぼでのわ的は査のピはス価たさの’は午つだ’の要ユ赤トはりれ健子’後でつ踊際求iぺの高’る康供各にきたりにとタン結く走。診た幼もたがをプは教で露なる他断ち稚二。’通・うい育チはるタのとの園圃週二じスえの工廊。イ幼園圃の間一力てに’早ツ下そム稚本育教開騒騒身働教期クにのが園的状育かのた聡く育実さ貼た速よな況実れはつを。内睡れりめけり運だ績　　　　　　、　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　o
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選視をぷ彼クい七　がれてる考さ立り女ラが月ま’具’よのれ派でにス’にた一合そう対るに’対主決北’着もれに象よ教堂す任し京北七しをなにう吾々るにて師大○だ勝つなにすと直な多範幼元いちたるなるし大つく大稚もに抜。かるとた幼ては学園す変きそもかいも稚’なをにるわ’のしもうの園いい卒初レつそ理れし実だのいだ業のオての由なれ二つ期気うし大タき後はいな作た待のうた卒1たの’。いり。はし。ば先ド。全二　しも娘大な北か生をま国○　’あがきい量りも準た大○　大つこい先幼だお備’会○　卒たの。遺憾つ目す子虫年　先に先父も園た見る供場五　生ち生兄い内。えなたを月　をがの会たに他しどち目に　どいクでだはのた本も指開　のなうのろ’幼。格そすか　くいスこう大稚娘捻れこれ　ら。にの。学園のにまとる　い今入直しをでクなでに北　豊後つ卒か卒のうつ普な京　し’た翻し重大スた通つ市　て幼の生汚し垂心。のたのい稚はの長たの任る園’話のば採のかの止し話か用先も魚倉ぶかり粟生重生先りらの況は点も生は判若は一幼学が自体いわ九稚歴外信す先か九重が国たる生ら八の重人つとがな年　　　　、
運か幼心ら稚服だ園で。児や先舞つ生踏ての遣い力会たのにの入出
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も　つ月究ら門当る学ろ内う事た四生れのたの飼いを一遠件。日会た出らがのだ歩九いか過ら去十の年歴た史つにたな現つ在
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れ’全持につ社社族居て罪す放rた六なつ北て会会は芽は盛るの分。月発て京証の政’の’泰運成化一五三国で明安治動状いを入興』見日を家発し定の重態つ厳’を秀’付保の生でを安のでだし転身裂輪芒製購難畿巌覆雁千載た’あよし維よしがり濫発を一さL。尊のう’持くな’締裂織進とれ関た係大な学さ生
そへうの
だイ
がン’素
懐ビ学ユ生iが記十事年で前’と異は例大にきも
く一価面値ト観ツがプ
厳政に撫す知けどまをさめ’治’国るりれこら医せて安風旗のこ’ばかな盛るい全波幟各と安ならけにたる’をを民は定らだれ警め。そ鎮鮮族人のなろば戒にわしめ明人々益いうなし’れてたに民のを。がら’絶わ安こしの責深西’な社えれ定とて団任く側あい会ずはをは’結で受列ら。底魚’守’断をあけ強ゆ砂壁脳民り非固事る’のる治をを族’常と持。安侮形局破冷の改にししわ甲介版面壊静尊五時てなれ団ををのしに厳・期一けわ結イ採安’保と開に走れれのやり定治ち人選か八ばは重と’団安’民とな九な’要い断章に敵の経い年ら自性う固を危対幸済’のな分をほと塩害勢福建十春いの深どし壊を力を設営と。身く経てす与の維の必夏実を遊走法るえわ持持要の平戸つしに行るれし　　　　　　　　　　　、
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とがり心を同かよが拠実り国い変比一力を変様もう必しにものとわべ貫を惑えにしな要て直重問いつ’し頭わる’れ興でい面大延うた彼てとさ力若な奮’るしなでここら宣すれもいいを幻Pてこ’ととの揚る’なかが超想安いと何ををいしNいくら’越は定るはよ示紹わてAわ’幼私し少に。依りし介躾δ蛎難穀鰹餐郵墓r価の民にあは静い多・し曲るこ民値犯主）つすといく開てな。と
し利落ア観モいかこ理にび何rはて益らメにノ。らの性質現よ中な
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シしま　’ヨかた土ヒナし’ Y　’事由リズ爆態にム撃がよを事覧る喚件ス＿起の力醸すおレ支る陰1配形でトので’　　し矛’共た盾擁雛醒陣＋雲煙鷺篠讐購
葛礫
中視で　で折にすわ国で発』発早き生ひ生Nり党る内なし期しAかやのいた出たTね政もナ。。は。
　　　　　　　れ受い’なるれ利』がける　　　　用ひ取入一
にご反ん沢ま　価。はよと至心民く　値i青るな’周　　 がi年在どそ年四てこあ竪文ユをしを一丁のるら化｝考て無にり三のはのゴ慮一視対上つか西代スす六すすげの’側表うる・るるて記ど文とビと四とない事れ化しア’疑いんるにがをて中庸のうら点共心し’国視こ選かだ通話だ西大すと択の。す文い側由るを羅馬認る化にの常盤表も畜産この熟先爆能にあを党と力知進撃性出つ示ははスす的事はすたす一’かるな珪急呈ご賞不示寛徒書
’つが．のに四四極いと　　一十迫一一め’悪またさと寝年ら十をて大くに思た問れ周アい学な絶わ子のて年メる生い詣れを旧いにリー。たモのる起六たあカ　ちノタ。こ・だたと　はをイそす四うり結　　　　　　　　さ自ミう一一う’び　ら覚
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て時一な人”けかで悲私つで’惨はしはそさまて大れをだ忘半故感量れをにじ去る占当な寝こめ局がだとてのらつはい公もたなる式ミ。いの見こ当一で解の時とはに事’いな従門人うい順は民点だな’解だろ人民放。うな
　　　　　　　　　　　　　’ぐ選一初の変持つでやr）学もすがの見良してすり六ののな当ら罐募縮騨藷睦毅駿博しで人な一。イし中にを年うのつ寺銭錨亥て暫深壕窺
は軍確のか装に甲悲車劇が昇天な安大門
かの。だ
しがか’し彼大の切発な言
この
で現強てし先ず在制）て生。超す何忘に今詣るかれ聞、がこ行るい朱行と動こた二つををとと基て認起はこ養いめこあろ理るるすりミは経わこま私一済けとせた豊丘にはんち懸展はあ。教命のいりそ師やたきまれもつめませは’てのせん歴そい政ん。史しま策。し’てすを中か永学。上国し芝生瞬げに’のたたるはア歴ちちこ中メ史もはと国リで’政ものカすあ府’国が。のの私情自今日
ま在
でのは大理学解生しは
て一い六な・
か四つ一
たがだ起ろこうつ
した
’こ
現と在を当知時ら
のな商い景わをけ覚でえはてな
いい
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されうで返私労　とでこそ事なるとすしにをしとにとれ件いこ’一て日しかも過をはとよと自とは中たしに去覚一しうの分。な画人’一のえ瞬てにでをそら争ほ人’つ一ての大一き納のなにど々の出い碧き生な得言いっ記の歴来る来く懸いさ葉。い憶記史事。事伝命平せに繰ては憶にと例とえ生のよ’り次点のなな急しらき多う若返の明なつつばてれてくと去さよなかてて’認ていもすのなうのかしし反識いる’る辛いにでらまま右さるのき轟いた話あこつつ認れ。だっの歴めしるれたて闘てし　　　　　　oらのい争しかろと寄人にて篇嚇楚三国薬注艘青養
野講商事縫誓書嬉嬉堆
．雪解襲撃鞭て藩耀
　　　　　　　　。十とる人り問としあ容れ　整暑奮叢書呆脊塁2曹長
　　　、てこ　い．一答れ’と何い二幅るそがとの度所こしでかかとのとてき前’こあはある向日つるなの。き託し給い悲』に減た輩。劇ひ生え悲のぞを著きて劇研の繰一ていを究図りをいる古哲に返忘このりが苦
をたが和む旨い国か国なのえのい歴た歴一史一史と鳥影上影写・のにか旧事冷ら一件静見もはだれ時’つば際すた’
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